
部活動地域展開にかかる保護者説明会

加古川市



現在の中学校部活動の状況

2

学校間の部活動選択肢の差

⇒現在でも地域格差が生じている

教員の大きな負担（時間外勤務増、専門外の指導等）

⇒教員では支えきれなくなっている

少子化による生徒数の減少（本市でも１０年後には26％減）

⇒学校単位での部活動は限界

生徒の意識の変化

⇒「より楽しむこと」や「新規種目」の希望
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児童のニーズ（R5年７月アンケート）

Q:中学生になって、やってみたいスポーツ・文化芸術活動は次のどれですか。（複数選択可）
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バドミントン
バスケットボール

水泳
ダンス
卓球

サッカー
バレーボール
ボウリング
陸上競技

ソフトテニス
体操

軟式野球
剣道

硬式野球
空手道

スキー・スノーボード
硬式テニス
ハンドボール
スケートボード

柔道
ソフトボール
自転車競技

カヌー
ゴルフ
馬術

新体操
ボクシング
綱引き

山岳・スポーツクライミング
ラグビー
合気道

ボート競技
なぎなた

少林寺拳法
グラウンドゴルフ

その他

…現在、部活動にない種目

スポーツ



4

児童のニーズ（R5年７月アンケート）

Q:中学生になって、やってみたいスポーツ・文化芸術活動は次のどれですか。（複数選択可）
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料理

プログラミング

手芸（クラフト）

美術

吹奏楽（管楽）

書道

パソコン（情報処理）

科学

写真

茶道

放送

国際交流（英会話等）

将棋

演劇

園芸

華道

合唱（コーラス）

新聞

ピアノ

和太鼓

囲碁

文芸

伝統芸能

川柳

そろばん

邦楽

その他
…現在、部活動にない種目

文化・芸術



部活動終了 新たな「かこ☆くら」へ
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R9（２０２７）年度の３年生引退をもって

部活動を終了平日・休日ともに、

新たなスポーツ・文化芸術活動として

がSTART！

※部活動終了の期限を示し、関係する多くの方々に幅広く協力をお願いしながら

取組を推進します。

※「かこ☆くら」 ＝ 「加古川市の地域クラブ活動」

ただし、先行実施の３種目（ハンドボール、ソフトボール、サッカー）は、

R8（２０２６）年度の３年生引退をもって部活動終了



「部活動」と「かこ☆くら」の違い

活動主体 各中学校 各地域クラブ（登録団体）

指 導 者 教職員、外部技術指導者
地域の指導者

（希望する教職員を含む）

参 加 者 当該校の生徒 こどもたちと地域の方

活動場所 学校施設 学校施設、地域の施設等

費用負担 部費（消耗品費等） 会費（指導者報酬等）

保 険
日本スポーツ振興センター

災害共済
スポーツ安全保険等

部活動 かこ☆くら
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現在の放課後・休日の過ごし方
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家族と
過ごす
時間

自宅
学習

文化
教室

塾

民間
クラブ

ボラン
ティア

習い事

ｽﾎﾟｰﾂ
ｽｸｰﾙ

部活動部活動



これからの放課後・休日の過ごし方
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家族と
過ごす
時間

自宅
学習

文化
教室

塾

民間
クラブ

ボラン
ティア

習い事

ｽﾎﾟｰﾂ
ｽｸｰﾙ

かこ☆くらもひとつの選択肢に



かこ☆くらの特徴

こどもたちは校区を越えて、活動を自由に選択できます。01
02
03
04
05

競技志向からレクリエーション志向まで、様々なニーズ

に合った内容を選択できる多様な活動をめざします。

加古川市が提示する要件を満たす団体を募集し、地域ク

ラブとして登録します。

地域クラブは、学校施設や地域の施設、資源を活用し、

様々なスポーツや文化芸術活動の機会を提供します。

地域クラブは会費制とし、指導者報酬や保険料等を含む運営に必

要な費用は、原則として受益者（参加者）に負担いただきます。
9



かこ☆くらの特徴 01 活動エリア

原則として生徒は

各校の部活動から

種目・活動を選択

【これまでの部活動】

実現に向けては、

幅広い活動団体の

参画が重要！

【これからのかこ☆くらでの活動】

かこ☆くらでは…

校区を超えて、

活動を自由に選択！

男子バスケ

女子ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

吹奏楽

柔道
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かこ☆くらの特徴 02 活動イメージ
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趣味や交流

レクリエーション

を楽しむ

スポーツ

文化芸術活動

に親しむ

技術・技能向上

体力向上

をめざす

様々な大会や

コンクールへの

出場をめざす

地域クラブ
地域の団体や新たに個人・グループが主体となってつくる団体

大学生や部活動
のOB・OG

保護者の有志

希望する教員
のグループ

やってみたい！ 自由に選びたい！

学校の枠をこえて！新しい仲間と！

地域住民の有志

民間にすでにある
活動団体



かこ☆くらの特徴 03 主な登録要件

指導（見守り含む）に関わる全スタッフの研修受講（必須）

・活動にあたる前に市が実施する研修を受講

・中学生への指導に関する配慮事項、安全管理、熱中症予防、

ハラスメント防止など

活動方針や活動計画の策定（必須）

・地域クラブ名、代表者名、活動内容、活動志向、活動地区、会費等の

地域クラブに関する情報を記載した活動方針を策定

・活動計画を策定し、参加者に周知

保険の加入（必須）

・生徒・指導者の保険加入（例：スポーツ安全保険 生徒800円/年）
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かこ☆くら活動ガイドライン



かこ☆くらの特徴 04 活動団体・施設
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総合型スポーツクラブ

保護者の有志

希望する教職員

地域住民の有志

民間に
すでにある
活動団体

競技団体・文化芸術団体

民間の活動団体やチーム

民間企業・NPO

大学生や部活動
のOB・OG

幅広い立場の方々や

活動団体の参画
登録申請

審査・面談

かこ☆くらの地域クラブとして登録

加古川市内の中学校施設を利用可能

その他、公民館やスポーツ文化施設も活用

加古川市立学校に通う生徒が参加
その他、市外の学校に通う生徒や

中学生以外の年代の方も一緒に活動可能

（対象は各地域クラブが設定）



かこ☆くらの特徴 05 会費

会費（指導者報酬＋運営費など）について

・地域クラブは会費制

・運営に必要な費用は、原則、受益者（参加者）が負担

・実際の会費については、実施回数や大会参加の有無に合わせて、

地域クラブの運営に必要な経費をもとに各地域クラブが定める

・活動する際に必要となる費用（種目、活動志向等により異なります）

（例）指導者報酬、会場費、保険料、消耗品費等

大会に参加する地域クラブの場合は・・・

ユニフォーム代、登録料、大会参加費、遠征費等

・中学校施設を利用いただくことで、できる限り低廉な金額設定を依頼

・特に経済的にお困りのご家庭への支援のあり方については、国や県の

動向を見ながら、検討
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活動日・活動時間のイメージ①
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平日

休日

16時 ２１時

９時 ２１時

夏季は時間を早めることも検討中

現在の部活動の時間
学校、季節により異なるが最大18時まで

かこ☆くらの活動日・活動時間

・週当たりの活動時間は最大 11 時間程度を目安

・短時間に合理的でかつ効果的・効率的な活動に努める

・休養日を週当たり２日以上設けること



活動日・活動時間のイメージ②

16

月

Aさんの場合

・１つの地域クラブでスポーツ

（文化芸術）を頑張りたい

・塾にも通いたい

火

水

木

金

土

日

学

校

19～２１時

9～１２時

塾

地域クラブ 月

Bさんの場合

・複数のクラブでｽﾎﾟｰﾂと文化

芸術をいろいろやってみたい

・週末は家族でゆっくりしたい

火

水

木

金

土

日

学

校

19～２１時

文化

月

Cさんの場合

・民間のクラブと地域クラブ

でスポーツを頑張りたい

・大会出場を目指したい

火

水

木

金

土

日

学

校

1６～１８時

9～１２時

スポーツスポーツ

芸術

16～17時３０分

17～19時

民間クラブ

19～２１時

放課後や休日の過ごし方 を改めて考える機会に

やりたいことを見つけて、新しい自分探しに出かけよう！



参加する活動を選択する際には…
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参加する活動を選択する際には、活動場所までの移動手段や活動頻度、参

加する際の会費などを含めて、総合的にご判断いただきます。

【活動場所までの移動】

公共交通機関や自転車をご利用いただいたり、必要に応じて保護者の

送迎をお願いしたりすることを想定しています。

【会費の設定】

地域クラブが持続的に活動していくために必要な経費を会費として

ご負担いただきます。会費は地域クラブによって異なります。

【活動の頻度】

競技志向からレクリエーション志向まで、地域クラブの方針によって異

なります。その他の予定と合わせて選択いただくことになります。



今後のスケジュール
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先行実施分の一部種目で

かこ☆くら開始

※部活動の終了時期については、

３年生の引退時期に合わせて柔軟に対応することを考えています。

先行実施

生徒の申込

生徒の申込

地域クラブの募集

地域クラブの募集

情報発信

〈4月〉

地域クラブの周知

〈4月〉

地域クラブ（先行実施）分の周知

〈5月～７月〉

チラシや広報かこがわでの周知

令和7年(2025年) 令和8年(2026年) 令和9年(2027年)

部活動終了次第

かこ☆くらへ

部活動(～令和9年8月)



対象学年ごとのスケジュール
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※表にない小学校４年生以下については、中１の時点から部活動はないため、

入学時点で立ち上がっている の地域クラブに参加可能です。



地域クラブの募集～活動ガイドラインより～



スタッフの配置
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2名以上で構成

代表者や指導者など２名以上で構成すること

とし、代表者は 18 歳以上（高校生は除く）。

持続可能性を担保するため、大学等の学生だけ

でスタッフを構成することはできない。

※大学等に所属するクラブが登録を希望する

場合には、市と要協議。

複数の地域クラブを運営する場合に、代表者

及び会計は兼ねることができる。

※複数の地域クラブで指導（見守りを含む）を

行おうとする場合は、申請時に市へ申し出る。

1

２

３
指導者を
兼ねる場合
申出が必要



効果的な指導・遵守事項

成長期にある生徒がバランスの取れた生活を送ることができるよう、

適切な休養を取りつつ、短時間に集中して取り組めるよう努める。
1

２
指導者（見守りのみを行うスタッフ等も含む。）は、市が実施する研修を

毎年受講する。

活動内容、指導内容については、政治的、宗教的に中立性を確保する。

参加者を作業のみに従事させるなど、労働者として従えることがない

よう留意する。

【効果的な指導】

【指導にあたっての遵守事項】

1

２

３ 営利を目的とした広告に参加者を利用する等、「かこ☆くら」の趣旨に反

する行為は厳に慎む。

３
参加者や保護者からハラスメントや参加者間トラブルの相談があった

場合は、事実確認を行い、市へ報告を行うとともに、改善策を講じる。

22



中学校施設の利用
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中学校施設の利用にあたっては市が利用調整を行う。

※希望に沿えない場合あり。

決められた時間内で活動し、原状復帰を原則とする。

学校が定めた所定の場所へ駐車・駐輪し、必要のない

場所へ立ち入らない。

中学校の備品を使用することができるが、消耗品につい

ては各地域クラブで準備すること。

別途定める規程や施設利用のルールを遵守すること

使用許可の条件に違反し、定められた事項を遵守しない

場合は、使用を停止し、又は使用許可を撤回する。



事故防止及び健康管理
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用具等の定期的な安全点検、事故の未然防止に努める。

使用する用具を適切に保管・管理するとともに、参加者

に用具の正しい利用及び管理について指導する。

熱中症等事故防止に努める。

落雷等による事故を防止するため、気象情報等の取得に

努め、活動休止などの判断を早い段階で行う。

参加者の健康状態や疾病・傷病の症状など、健康観察・

体調管理を行う。

救急救命講習の受講に努める、AED 設置場所を把握。

事故発生時の速やかな応急手当、救急搬送、適切な報告。



活動報告（活動実績・会計）
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市の指定する日までに活動実績と会計（収支決算）を報告。

地域クラブが適切に運営されているか適宜確認。

活動の継続（更新）に是正が必要な場合は市の指導助言に

従うこと。



加古川市等の関わり

地域クラブを把握、必要に応じてヒアリング、活動が市ガイドラインの内

容を遵守しているか適宜確認、指導に従わない場合は登録を取り消す。
1

２
地域クラブからの相談を受け付け、必要に応じて地域クラブへ指導助言

を行う。

【市の関わり】

４
地域クラブの活動内容等をホームページ等に掲載するとともに、学校等

と連携して案内する。

３

地域クラブの活動が安全、安心なものとなるよう、参加者や保護者からの

相談を受け付け、必要に応じて地域クラブへ指導助言を行う。

在籍する生徒の地域クラブへの参加状況の把握に努める。1

【学校の関わり】

中学校施設の利用について市と協議するとともに、市に対して中学校施

設の活動可能場所や日時を連絡する。２
26



やってみたい！ 自由に選びたい！

学校の枠をこえて！新しい仲間と！


